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Ｊ
Ｒ
中
央
線
立
川
駅
の

北
西
に
、
旧
陸
軍
の
立
川

飛
行
場
が
あ
っ
た
。
戦
後

米
軍
基
地
と
さ
れ
た
が
、

一
九
七
七
年
、
米
軍
か
ら

返
還
さ
れ
た
。

　

こ
の
立
川
基
地
の
跡
地

の
内
一
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
昭
和
記
念
公
園
と
し
て

一
九
八
三
年
に
開
園
。

　

昨
年(

二
〇
一
三
年)

秋

に
、
写
生
会
で
訪
れ
た
。

　

公
園
の
広
場
で
、
紙
飛

行
機
が
空
高
く
舞
っ
て
い

た
。
胴
体
は
割
り
箸
、
翼

は
厚
紙
で
作
ら
れ
て
い
る
。

　

左
手
に
パ
チ
ン
コ
の
よ

う
な
「
カ
タ
パ
ル
ト
」
の

柄
を
持
ち
、
右
手
で
紙
飛

行
機
に
ゴ
ム
を
引
っ
か
け

て
思
い
切
り
引
く
。
右
手

を
離
す
と
、
紙
飛
行
機
が

空
高
く
舞
い
上
が
っ
た
。

　

話
を
聞
く
と
「
こ
れ

を
二
、
三
時
間
や
っ
て
い

る
と
、
す
ぐ
に
一
万
歩
、

二
万
歩
に
な
る
。
お
金
も

か
か
ら
な
い
し
、
健
康
に

と
っ
て
も
良
い
」
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

紙
飛
行
機
を
空
高
く
東
京　

昭
和
記
念
公
園

二
〇
一
三
年
十
一
月

　右と言われりゃ右むいて とても幸せ～～～？？？
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
会
長
に
な
っ

た
籾
井
勝
人
氏
は
就
任
し

た
そ
の
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
全

理
事
に
日
付
欄
空
白
の
辞

表
を
出
さ
せ
て
い
た
。

経
営
委
員
と
理
事

　

放
送
法
に
よ
れ
ば
、
経

営
委
員
会
は
、
経
営
に
関

す
る
基
本
方
針
な
ど
を
決

定
し
、
会
長
、
理
事
の
職

務
の
執
行
を
監
督
。
会
社

で
云
え
ば
株
主
総
会
の
よ

う
な
も
の
か
？
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

理
事
は
会
社
で
云
え
ば
取

締
役
の
よ
う
な
も
の
で
、

会
長
、
副
会
長
と
共
に
業

務
を
執
行
。
経
営
委
員
会

の
同
意
で
会
長
が
任
命
。

日
付
空
欄
の
辞
表

　

理
事
が
犯
罪
を
犯
し
有

罪
の
時
や
政
党
の
役
員
に

な
っ
た
り
し
た
時
な
ど
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
定
款
に
基
づ
き

会
長
は
理
事
を
罷
免
す

る
。
他
の
勝
手
な
理
由
で

罷
免
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
会
長
の
独
裁
を
防
ぐ

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
日
付
空
欄
の

辞
表
が
あ
れ
ば
、
籾
井
会

長
が
「
こ
の
理
事
は
気
に

く
わ
な
い
」と
思
っ
た
時
、

辞
表
に
日
付
を
入
れ
る
だ

け
で
罷
免
で
き
る
。
籾
井

会
長
の
独
裁
体
制
だ
。

就
任
記
者
会
見
で

　

籾
井
氏
は
「
政
府
が
右

と
言
う
こ
と
を
左
と
言
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と

云
っ
た
。

　
「
原
発
は
重
要
な
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
云
う

政
府
に
疑
問
を
は
さ
む
番

組
や
、
沖
縄
の
普
天
間
基

地
の
辺
野
古
移
転
問
題
の

番
組
を
作
る
部
署
は
、
籾

井
氏
か
ら
見
れ
ば
「
政
府

に
逆
ら
う
奴
」
に
な
る
。

上
に
立
つ
理
事
は
、
辞
表

に
日
付
を
入
れ
ら
れ
な
い

為
に
制
作
部
門
に
圧
力
を

か
け
る
事
に
な
る
。

　

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

♪


